
 

 

 

 

 

 

 

（１）システムの概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）システムの導入効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あいち土木被害情報共有システム（AIDIS
アイディス

）について 

Aichi Infrastructure Disaster Information Sharing 

システムの目的・概要 

 南海トラフ地震や激甚化する風水害による、道路や河川等の土木施設の被災に対し、 災

害時対応における機動性や確実性の強化を図るため、ICT 技術を活用した『あいち土木被害

情報共有システム（AIDIS）』（以下、「システム」という。）を開発し、２０２５年６月から

運用を開始しています。 ※本システムは関係者専用です。 

 


